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衛星データを水文フラックス観測に
応用するためのNOVIと
蒸発数量！こ関する研究
一琵琶湖プロジェクト常設観測よりー
．?．?．?．?．?．?．?．?．?．?．????．．
愛媛大農戎信宏・西川敦
千葉大 近藤昭彦
京都大 中北英一・田中賢治
徳島大工吉田弘
水田観測
衛星リモートセンシングを
用いた蒸発散量推定
・ 1）地表面分煩から
衛星データを用いて地表面分類（土地被極分額）を行い、分類
した地表面ごとに薦見倣モデルによって添宛散置を＋量定する．
圃 2) NOVIとSR数量の直書量的関係から
衛星データから得られるNOVIと他の方法で得られた薦発散畳
の関係を用いて．広緩あるいは季節変化を千量定する．
・ 3) NOVIと震発散.推定モデルのパラメータの関係から
衛星デ四タから得られるNOVIと他の方2まで得られる震発放機
定モデルのパラメータの関係から、広媛あるいは季節変化を機定
する．
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琵琶湖プロジェクトとは
聞 『琵習湖流織の水・織循環過混解明に向（;tた総合研究と衛星問期
観測』を骨子としたオープンなプロジェクトであり.1鈍9年以
来・＂＇な関係 I”のサポートを受げながら纏織してきている．
・本プロジェクトl立金聞の各分野から水文研史者が一向に会して.
.し、衛星リモ司トセンシングやGISなどの飯新の技術を駆使し
た共同観測・解析を行うことにより、水文学の新たな方向や飛E置
をめざす．
副長期的観測情磁の蔚的代表伎の定置化軍事を目指して、 1拘a年度
より水問、務線、 1鈎9年度より綿布、湖面の4地点で常盤観測
を開始した．
fl笥湖プロジェクトホームページより
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NOVIによる蒸発散量の季節変化の推定
• NOVIとの関係を考えると蒸散との関係が強
く、遮断燕発置とは関係が弱いと恩われる。
踊森林地の蒸発散盤は、遮断蒸発量も大きい。
』
機生昆滅における浪続車先肱量の司’la
R化同慎a1麓S量鉄．息.I.I量E厳君臨.ー息.，.船 僻置ー．ω
！［にご：：l
割、町市醐’剖1園風間圃岬bctw回nc富田町
問団賓闘曹司前司減oflhcTIIINDVl
(NBMANl,R.. R .. d 11.UNNINO.S.W.(19'田））
i~ :・
凪d副閣－・,na,n'ac<IOT警官由同組叫
NOVI 
NEMANI, R.R. and RUNNING, S.WのNOAAのAVHRRの
iバンドと2バンドから得られたNDVIとAVHRRの4バン
ド， 5バンドから得られるま壁面温度との関係と群第抵抗と表
蘭温度川DVIの勾配との閥の非線形な相関関係．
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轟林地の流埼京発散量
とTMデータによる
NDVIの関係
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短期水収支法による
森林地の流峨燕発散量
の季節変化とTMデータ
によるNOVIの季節変化
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まとめ
副 衛星データから得られるNOVIの変化l;t，おおむね踊
発散置の季節度化に対応している械の見える．
I 光量子センサと反射日射針を用いたNOVIと議発散量
の関係は、衡星データから得られるNOVIと穂兜散量と
の関係より悪く‘ NOVI値の大きさが燕発散鼠そのもの
を表していない．
繭 今後、 NOVIと燕発散量に関係する因子として、何が
よく対応するのか、さらに検肘する必曹がある.P-M 
法の群落抵抗もその内の一つである．この湖合、日単
位以上で、晴天日のみと恩われる。
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